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価値協創型 DX

　Eric Stolterman教授が「デジタル技術が人々の

生活のあらゆる面に影響を与える変化」として DX

を提唱して以来，自社の DX推進とともに，保有

するデジタル技術を活用して顧客企業の DXを実

現し，人々の生活向上に寄与することが，IT企業

の経営目標の１つとなっている．また，COVID-19

の影響で人々の活動が制限された一方，リモート

ワークや業務合理化などデジタル技術による社会変

化も急速に進んでいる．これを機に DXを推し進め，

持続可能な社会に向けた課題解決と経済成長とを両

立していくことが期待される．

　経済界では 2020年 5月に日本経済団体連合会が

「Digital Transformation（DX）～価値の協創で未

来をひらく～」を提言した．同提言では DXを「デ

ジタル技術とデータの活用が進むことによって，社

会・産業・生活のあり方が根本から革命的に変わる

こと．また，その革新に向けて産業・組織・個人が

大転換を図ること」と定義し，Society 5.0時代の

産業構造 DXの必要性を示している．また，産業

の裾野が広くリアルワールドに強みを持つ日本では，

巨大プラットフォーマが革新的サービスを提供する

米国，強み分野中心に DXを進める欧州，国家主

導で巨大企業がデータを収集する中国などとは異な

り，「多様な主体の協創による生活者価値の実現（価

値協創）」型DXが必要であるとしている．これは「既

存の部門や業種の垣根をなくし，生活者価値を共有

する同業種・異業種，スタートアップ，政府・自治

体などさまざまな主体が有機的かつ自律的に協創を

進めるモデル」である．

　価値協創型 DXの実現には，複数の主体がデジ

タル技術を最大限に活用して互いの強みを補完し合

えるエコシステムを作り出すことが重要となる．

　本稿では，価値協創の事例とそこに見られる価値

協創に必要な要素を示すとともに，価値協創を実現

する仕組みの例として Lumadaの概要を紹介する．

価値協創の実現に向けて

価値協創の先進事例
　産業界ではデジタル技術の進展により，これま

では考えられない異業種からの参入が相次いでい

る．たとえば，AI（Artificial Intelligence）技術に

よる自動車業界参入，ブロックチェーンを活用した

仮想通貨による決済サービス参入など，既存の業界

常識を覆す新サービスが次々と登場している．今後

の 5G時代の本格到来により，この潮流はグローバ

�	Society 5.0 時代の価値協創型 DX の
	 実現に向けて～ Lumada への取り組み～

［DX（デジタルトランスフォーメーション）：第 4 部　デジタルプラットフォーム］
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ル規模でさらに加速すると見込まれる．

　このような事業環境の変化の中で企業が存続して

いくには，ビジネスモデルを柔軟に変え続ける必要

がある．しかし，単独の組織ではケイパビリティや

リソースが限られ，ビジネスモデルの変革には限界

がある．そこで，複数の主体が強みを相互補完し合

い，協創型で変革を進めることが望ましいが，自社

の強みや弱みを客観的に分析し，複数のパートナー

と新しいビジネスを創出する活動は，多くの企業に

とって容易ではない．このような背景から，デジタ

ル技術を活用して協創型で新たな事業創出を支援す

るサービスへの注目が高まっている．

　一例としてアクセンチュアは“Innovation as a 

Service”をコンセプトに，最先端技術を活用して

ビジネスアイディアを創出するサービスと場を提供

している．この場では同社と連携する多数の企業や

スタートアップの知見，技術専門家の支援を受けな

がらデジタル技術を活用したアイディアを描き，試

行・体感を通じてアイディアを具現化できるとして

いる 1）．

　また SAPは，デジタル戦略実現のためのトータ

ルサービスとして“SAP Leonardo”を展開してい

る．本サービスは「顧客のビジネスの“あるべき

将来の姿”に向け，顧客とともにイノベーション

を推進していくための活動全体」であり，デザイ

ン思考により発想したアイディアを AIやブロック

チェーン，ビッグデータなどのデジタル技術を用

いて SAP Cloud Platform上でスピーディに試行で

きるとする 2）．同社は世界 6カ国に SAP Leonardo 

Centerを置き，これらの技術を体験・体感できる

場として提供している．

　そして日立製作所は IoTの進展で加速度的に増

え続ける社会やビジネスが生み出すデータに着目

し，これらのデータを活かして新しい価値を創出

する“Lumada（ルマーダ）”を展開している 3），4）．

Lumadaは，NEXPERIENCE（ネクスペリエンス）

と呼ぶ顧客協創方法論，これまでに蓄積された業種

や業務のノウハウ，それらを活用してデジタルソ

リューションを構築するデジタルプラットフォーム

から成る（図 -1）．これらにより，顧客や日立が有
する OT（Operational Technology）や IT（Infor-

mation Technology）のアセットを活用して顧客の

新しいニーズに対応した新しいビジネスの迅速な立

ち上げを実現する．

価値協創に必要な要素
　前節で述べた 3社の事例を横並びに見てみると，

価値協創を実現するための共通項が存在することに

気づく．1つは，取り組むべき課題やニーズを捉え，

それを解決する新たなビジネスモデルを導き出すた

めの「プロセスや手法・ツール」である．次に，ア

イディア創出を促進し，実現性検討やプロトタイプ

による有効性検証に用いる業務データや過去の経験

から得られる「知識ベース」，そして，デジタル技

術を用いてアイディアを簡易・迅速に体感できるよ

うに具現化する「デジタルプラットフォーム」である．

　また，協創により新事業の種を見つけ出したとき

には実現までのスピードが肝となる．発想したアイ

ディアをプロトタイピングにより迅速に可視化でき

るアジャイル開発は，事業背景や経験，思考も異な

るステークホルダーの間で納得・共感・合意を得る

重要なツールとなる．

　さらに，参加者間の距離感を縮め信頼感を高める

「協創空間・場」，参加者それぞれの強みや要求を把

握し，スムーズに納得や合意を得られるようにする

OTアセット ITアセット
ビジネスデータ現場データ お客さま・パートナーとの協創の方法論

（NEXPERIENCE）
業種・業務ノウハウ

（ソリューション，ユースケース）
プラットフォーム製品とテクノロジー

（デジタルプラットフォーム）

お客さま

Lumada エコシステム
■図 -1　Lumada の全体像
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「オーガナイザー」が潤滑油としての役割を果たす

ことで，検討を促進している（図 -2）．

Lumada による価値協創

　本章では前章に示した顧客協創に必要な要素を体

系化した例として日立製作所のLumadaを紹介する．

　日立製作所は，鉄道・ビル・電力プラントをはじ

めとする社会インフラのOTシステム，および公共・

金融・産業向け ITシステムなどの広範なソリュー

ションを提供してきた．このような知見を蓄積・活

用し協創を通してデータから価値を創出する仕組み

として Lumadaに取り組んでいる . 

　ここで蓄積されるソリューションやノウハウは

再利用可能な単位に分解されており，顧客協創方

法論 NEXPERIENCEにより顧客課題と日立の

ソリューションが紐づけられ，デジタルプラット

フォーム上でそれらを再構成する．これらにより，

過去のノウハウを活用しつつ，顧客の新しいニーズ

に対応した新しいビジネスの迅速な立ち上げが可能

である．

顧客協創方法論 NEXPERIENCE
　NEXPERIENCEは，顧客が抱えるビジネス課

題を浮き彫りにし，解決に導くビジネスモデルを描

くことを目的としたデザイン思考ベースの顧客協創

方法論である．お客さまやパートナーといったス

テークホルダーのさまざまな知見を多角的に見え

る化し，協創を円滑に行うためのプロセス，手法・

ツール，空間を体系化している．NEXPERIENCE

の手法・ツールは，①事業を取り巻く環境から課題

を発見する事業機会発見，②お客さまの経営や現場

における課題分析，③課題を解決するサービスアイ

ディア創生，④アイディアを実現するビジネスモデ

ル設計，⑤事業性評価，そして，⑥アイディアの効

果をビジュアルに見える化する事業価値シミュレー

ションの各手法から成り，日本国内のほかグローバ

ル各極で実践している（図 -3）．

デジタルソリューションの創生と活用を
加速する Lumada Solution Hub
　NEXPERIENCEで得たアイディアをもとに，

これまでの多岐にわたる事業領域で長年培ったソ

リューションと 1,000件を超えるユースケースから

なる業種・業務ノウハウを活用して新たなソリュー

ションを創生する仕組みとして Lumada Solution 

Hubがある．Lumada Solution Hubは以下の機能

を持つ（図 -4）．
（1）知識ベースから成功モデルを簡単に検索できる

機能

　ソリューションを利用可能な単位のカタログアイ

テムに分解してソリューションカタログに登録し，

■図 -2　価値協創 DX に必要な要素 ■図 -3　NEXPERIENCE の構成
PoC： Proof of Concept

協創空間・場
議論・協働を経て相互の距離感・信頼を高めるバーチャル／リアル空間

参加者の合意群形成を促進しゴール像を描くためのプロセスと手法・ツール群

知識ベース
アイディア発想や実現性／プロト検証に必要十分な業務・ビジネスデータ／ナレッジ
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利用者が業種や課題，解決策の観点で検索可能にす

る．カタログアイテムには，実行可能なプログラム

コードと環境設定情報等をパッケージ化し，必要な

ときにクラウドなどの実行環境にデプロイすること

で迅速に環境を構築できるようにする．これによ

り，ソリューションに必要な部品の検索，それらを

再構成した新たなソリューションの創出，創出した

ソリューションの再登録という創生サイクルを実現 

する．

（2）アイディアを簡単に検証できる機能

　前出の NEXPERIENCEにより導出した顧客課

題の解決のため，（1）で得られたソリューションや

部品をつなぎ合わせる仕組みを提供する．実績ある

ソリューションを業務プロセスが異なる他の適用先

に流用するため，ソリューションや部品，組合せの

ノウハウを分解してブロックのように自在につなぎ

合わせたり組み換えたりして再利用できるようにす

る．たとえば，データ収集や分析の方法が異なる場

合には，それらに対応するソフトウェア部品のみを

組み替えられるようにし，ニーズを満たすシステム

を手早く構成し効果を検証できる．

（3）検証したソリューションの本稼働を支援する

サービス運用機能

　マネージドサービスや業務支援サービスを提供し，

運用・保守を軽減させ，主業務に集中できるよう

にする．ITインフラの運用保守について Lumada 

Solution Hubのサービスとして共通のツールや手

順を提供することで，それぞれのサービスの運営者

が個別に実施する負荷を軽減する．

Lumada のプラットフォーム
　Lumada Solution Hubで実現されるような多様

なアセットを活用したソリューション構築のために

は，既存の OT/ITシステムと AIや IoTを応用し

た新しいシステムとの連携が必要である．既存のシ

ステムと新しいシステムでは，採用しているハード

ウェアもソフトウェアも技術的に大きく異なる．こ

れらの異なる文化を橋渡しすることが，Lumadaの

プラットフォームの重要な役割である．Lumadaの

プラットフォームでは，データからの価値創出に

必要な機能コンポーネントを，Edge，Core，Data 

Management，Analytics，Studio，Foundry の 

6種に分類している（図 -5）．

迅速なソリューション開発を可能とする
Node-RED
　ここでは，Lumadaのプラットフォームのうち，

アイディア検証のためのプラットフォームについ

て取り上げる．価値協創の取り組みには，IT分野

以外のさまざまな分野の専門家がかかわる．分野

■図 -4　Lumada Solution Hub による課題解決のアプローチ
!"#$%&'()*+(,-+,(.$)*$)$/.(01-.$$ !2#$3456789:;8<=>6?@

業務ソリューション ソリューション部品・開発環境 パートナー／顧客開発アプリ

出前クラウド AWS*1 Microsoft
Azure*2

ソリューション
カタログ

IaaS

管理基盤

製造
ダッシュボード デジタル対話 OT-Hub

IoT向け
DevOps

実績のあるLumadaの
ソリューションをカタログ
として提供し流通させる

つなぎ合わせや組み替えにより
顧客ニーズに合ったシステムを

手早く構成する

運用・保守を軽減させ
主業務に集中できるようにする

GCP*3

Lumada
Solution Hub

注：略語説明ほか
IoT（Internet of Things），IaaS（Infrastructure as 
a Service），AWS（Amazon Web Services），GCP

（Google Cloud Platform）
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の異なる専門家がアイディアの試行錯誤を行うに

は，メンバ全員が理解できる共通言語が必要とな

る．Lumadaでは，基本的な機能ブロック間の入出

力の組合せにより複雑で高度な機能を表現でき，対

象システムを人間が理解しやすいアーキテクチャ図

を，協創メンバの共通言語とする．

　具体的には，開発環境層である Studioに Node-

REDを導入し，人間に理解しやすいアーキテクチャ

図を，コンピュータで実行可能なアーキテクチャ図

としても利用する．Node-REDは，「ノード」と呼

ばれる高機能な部品をビルディングブロックとして

画面上で組み合わせるだけでアプリケーションを作

成できるプログラム開発環境である．

　従来のプログラム開発では，専門のプログラマが

プログラミング言語を駆使してプログラムを作成す

る必要があった．Node-REDでは図形を組み合わ

せることにより，IT分野の専門家でなくても容易

にプログラムを作成でき，実績のあるソリューショ

ンを活用したアイディアの具現化と価値検証を繰り

返すことで価値協創を実現する（図 -6）．
 

今後の展望

　SDGs（Sustainable Development Goals）に示さ

れているようなさまざまな社会課題の解決が求め

られる Society 5.0時代には，企業単独でのシステ

ム開発から，多様な企業や組織が持ち寄った知恵を

組み合わせることによる新しい解決策の創出へと

考え方を変える必要がある．本稿で示したように，

Lumadaは他社のプラットフォーム上のソリュー

■図 -5　Lumada のプラットフォーム ■図 -6　Node-RED の開発環境

ションとも連携した System of Systemsによる価値

創造を指向している．デジタル技術がこのような多

様な主体の連携を加速させ，人々の生活をより良い

方向へ変革させる真の DXを実現していくと考え

ている．
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